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■日常生活の再建事業
団体名 事業名 所在地

一般社団法人かたつむり①
②
③
④
⑤

岩手県大船渡市

宮城県気仙沼市

障害者就労施設の高台移転・就労環境整備

気仙沼あそびーばーの会 心の居場所「あそびーばー」

特定非営利活動法人ウィメンズアイ 宮城県登米市

宮城県女川町

宮城県石巻市

地元を元気にするスタートアップ加工場Oui

特定非営利活動法人石巻復興支援ネットワーク 石巻圏域の子育て環境改善のためのプログラム開催事業

⑥ 宮城県石巻市一般社団法人こころスマイルプロジェクト 震災で心に傷を負った子供と保護者への心のケア

⑦ 宮城県石巻市特定非営利活動法人夢みの里　青い鳥児童館 『地域共生の子育て』の基盤創りと『障害児の適切な療育環境整備と
居場所創り』とその家族支援

⑧ 福島県二本松市特定非営利活動法人ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会 二本松市東和地域の桑畑復活プロジェクト～震災後の六次化推進の再構築～

⑨ 福島県郡山市特定非営利活動法人しんせい 被災障がい者による協働の仕事つくり事業

⑩ 福島県いわき市認定特定非営利活動法人いわき放射能市民測定室たらちね 「たらちね検診センター」開設プロジェクト

一般社団法人コミュニティスペースうみねこ 女川町の新しい商品つくり

■地域コミュニティ・文化の再生事業
団体名 事業名 所在地

特定非営利活動法人未来図書館⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

岩手県盛岡市

岩手県盛岡市

小中高生と大人が学びあう地域の絆プロジェクト

特定非営利活動法人いわてNPOフォーラム21 住民共助による地域支え合い活動推進事業

黒森神楽保存会 岩手県宮古市

岩手県遠野市

宮城県気仙沼市

黒森神楽文化価値再生発信事業

一般社団法人前浜おらほのとっておき 生態系適応型コミュニティ開発と交流人口の拡大

⑯ 宮城県気仙沼市一般社団法人気仙沼観光コンベンション協会 第30回気仙沼天旗まつり記念事業プロジェクト

⑰

⑱

宮城県石巻市NPO石巻広域クリエイティブアートの会　
ペンギンズアート工房

ペンギンズギャラリー
（地域の人たちと障がいのある人たちの芸術作品の交流できる空間づくり）

⑳
宮城県石巻市石巻復幸踊りエンヤドットプロジェクト実行委員会 石巻復幸踊りエンヤドットプロジェクト⑲
宮城県石巻市一般社団法人長面浦海人 石巻市大川地区住民による「ふるさとの記憶」再生事業

㉑
福島県桑折町特定非営利活動法人ささえ愛ふらっと ふれあいの居場所設備充実事業

福島県いわき市公益社団法人いわき青年会議所 第5回いわき「光のさくらまつり」

特定非営利活動法人遠野まごころネット 被災地のコミュニティ再生となりわいづくり事業

第4回助成団体
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■助成期間：2016年10月～2017年9月

■助成件数：21団体 　一般公募枠：10団体　
　　　　　　　 　　　信用金庫推薦枠：11団体

■助成金額：7,176万円 　一般公募枠：3,559万円
　　　　　 　　 　　　　信用金庫推薦枠：3,617万円
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　「『しんきんの絆』復興応援プロジェクト」は2015年4月から第1回助成、2015年
10月から第2回助成、2016年4月から第3回助成、2016年10月からは第4回助成
を行っています。
　第4回助成では、右図のとおり被災3県の21団体の活動を応援しています。
　2017年4月から開始される第5回助成については現在選考中で、選考結果は
3月下旬に発表予定です。

KIZUNA

全国の信用金庫はお客様の“想い”とともに、東日本大震災の被災地の復興を応援しています。



地域コミュニティ・文化の再生事業

日常生活の再建事業

日常生活の再建事業

地域コミュニティ・文化の再生事業

日常生活の再建事業

生態系適応型コミュニティ開発と交流人口の拡大

一般社団法人前浜おらほのとっておき （宮城県気仙沼市）

　宮城県気仙沼市本吉町前浜地区は、震災後に住民の手で集会場（コミュニティスペース）を
再建するなど、地域住民の自治力が高い地域である。今回のプロジェクトは、伝統的な植物で
ある椿を地域住民とボランティアの手で植林をしながら、この地区の津波浸水域を自然の力によ
る防災力を備えた場所にしていくものである。椿の苗木は、東京の高校や高齢化が進んでいる
都内の団地で育てられているが、苗木を育てながら学生と高齢者の交流が図られ、また、苗木
の植樹では地域住民と学生ボランティア等の交流が生まれる等、さまざまな場所でコミュニティ
が育まれており、これからも、椿の木とコミュニティが、ともに大きく育つことを期待している。

『しんきんの絆』復興応援プロジェクト第4回助成では、21団体への助成を行っています。今回のニュースレターでは、うち
５団体の活動を紹介します。助成団体・事業については当センターウェブサイトをご参照ください。
（http://www.jnpoc.ne.jp/?p=11841）

全国からの参加者と前浜の水脈、水路踏査と現地座学、整備を実施しました。津波によるガレキ
の堆積等がありますが、サワガニやヤゴの生息も確認でき、参加者の方々は自然の豊かさと、前
浜の人々との交流による心の豊かさに触れ、前浜への想いを強くしていました。

障害者就労施設の高台移転・就労環境整備

一般社団法人かたつむり （岩手県大船渡市）

被災障がい者による協働の仕事つくり事業

特定非営利活動法人しんせい （福島県郡山市）

『たらちね検診センター』開設プロジェクト

認定特定非営利活動法人いわき放射能市民測定室たらちね （福島県いわき市）

石巻復幸踊りエンヤドットプロジェクト

石巻復幸踊りエンヤドットプロジェクト実行委員会 （宮城県石巻市）

事業担当者の声
代表理事
畠山 幸治さん

　「かたつむり」では、震災前から「居場所のない子どもをつくらない」を目的に、障がい者の
親の会として活動をしていたが、東日本大震災による津波により施設をすべて失った。その
後、仮設プレハブの作業所で活動を再建したが、災害復興計画により高台移転を余儀なくさ
れた。今回のプロジェクトでは、高台移転に伴う施設の環境整備を行い、障がい者が安心し
て利用できる環境づくりのほか、地域の高齢者と施設利用者がともに活動できる福祉農園づ
くりにも取り組んでいく。高齢化の進む地域で、障がい者が「若い力」として活躍できる場にな
ること、福祉農園が新たなコミュニティの場になることを期待している。

新施設の地鎮祭には関係者だけでなく、出勤した利用者さんも全員列席して安全祈願を済ませ
ました。１月には地域の支援学校を卒業した新成人を、恩師や家族、地域の皆でお祝いする「成
人を祝う会」を開催しました。皆で元気に春を迎えられるように頑張っています。

事業担当者の声
施設長・常務理事
大西 智史さん

　震災前に地域のつながりの中で暮らしていた双葉郡の障がい者は、避難生活の中で生ま
れた格差や孤立により、社会とのつながりがさらに難しくなり、日常生活の再建が難しい状況
にある。このプロジェクトでは、帰還という新たな困難を抱えた福祉事業所が連携することで、
発注先のニーズに応じた仕事を受けることができ、安定した仕事につながること、勉強会や
交流会などを通した新商品の開発や運営改善につなげることを目指している。障がい者の
生活再建にむけ、経済的な基盤が整備されること、仕事を通した社会とのつながりが豊かに
なることを期待している。

しんせいでは、帰還による新な課題を抱えた被災障がい者と彼らを支える福祉事業所が、希望
を持って日常生活を送れるよう企業の協力を得ながら新しい仕事つくりに取り組んでいます。
震災から生まれた「新しい協働」が福島の地にしっかりと根付くよう頑張ってまいります。

事業担当者の声
事務局長
富永 美保さん

　現在は原発事故と健康被害の関連性が判断される時期ではないが、この地域で子育て
をする母親の多くは、放射能が子どもの健康に影響を与えるのではないかという漠然とした
不安を感じている。震災から月日が経つにつれ、そのような不安は口に出しづらくなっており、
ストレスによる病など、心の健康が課題になっているが、健康への心配を受け止める医療機
関が不足している。このプロジェクトでは地域に開かれた医療の場『たらちね検診センター』
開設のための設備を整える。心配や不安を医師に相談しながら医療を受けられる場が地域
にできることで、人々の身体と心の健康が守られることを期待している。

いつも応援ありがとうございます。「たらちね検診センター」は「たらちねクリニック」と改名しま
した。多くの子どもたちの健康に寄与できるクリニックを目指して準備を進めています。今回の
助成により電子カルテ等を整備することができました！

事業担当者の声
事務局長
鈴木 薫さん

　震災により甚大な被害を受けた石巻圏域では住宅の整備や移転地の造成も進んできた
が、新興住宅地では住民同士がつながるきっかけが乏しく、コミュニティの形成が課題に
なっている。このプロジェクトは、子どもから高齢者まで誰もが楽しめる新たな踊りを創作し、
市内最大のお祭りである「川開き祭り」や地域の祭りで披露しながら、新たなコミュニティ形
成に貢献することを目指している。曲作りや振付は地域の子どもたちを交えたワークショップ
を通して創られることから、創作活動を通して地域で愛される新しい踊りが生まれることを期
待している。

「この土地の風土とここに生きるひと」にこだわりを持ち、進めております。 夏のお祭りでの披
露に向け着々と「新しい何か」が生まれつつあります。 あせらず育てて行くことでモノが作る風
景ではない、ひとが創り、ひとが中心の新しい風景となってゆくことでしょう。

事業担当者の声
実行委員長
毛利 壯幸さん

■助成事業紹介

■『しんきんの絆』復興応援プロジェクトとは
『しんきんの絆』復興応援プロジェクトは、東日本大震災により被災した地域の復興のために、民間非営利組織が行う草の根の
日常生活の再建や、地域コミュニティ・文化の再生活動など「地域の絆」をつなぐ活動を応援するプロジェクトです。
実施にあたっては2015年度（平成27年度）に信用金庫が募集し
た「『しんきんの絆』復興応援定期積金Ⅱ」の募集総額（1,367.6
億円）の0.2％相当額（約2億7,000万円）について、信金中央金庫
を通して、日本NPOセンターの「東日本大震災現地NPO応援基
金（特定助成）」へ寄付を行っており、その寄付金をもとに同基金
の特定助成として民間非営利団体への助成を行っています。

第4回助成贈呈式
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事業担当者の声
事務局長
鈴木 薫さん

　震災により甚大な被害を受けた石巻圏域では住宅の整備や移転地の造成も進んできた
が、新興住宅地では住民同士がつながるきっかけが乏しく、コミュニティの形成が課題に
なっている。このプロジェクトは、子どもから高齢者まで誰もが楽しめる新たな踊りを創作し、
市内最大のお祭りである「川開き祭り」や地域の祭りで披露しながら、新たなコミュニティ形
成に貢献することを目指している。曲作りや振付は地域の子どもたちを交えたワークショップ
を通して創られることから、創作活動を通して地域で愛される新しい踊りが生まれることを期
待している。

「この土地の風土とここに生きるひと」にこだわりを持ち、進めております。 夏のお祭りでの披
露に向け着々と「新しい何か」が生まれつつあります。 あせらず育てて行くことでモノが作る風
景ではない、ひとが創り、ひとが中心の新しい風景となってゆくことでしょう。

事業担当者の声
実行委員長
毛利 壯幸さん

■助成事業紹介

■『しんきんの絆』復興応援プロジェクトとは
『しんきんの絆』復興応援プロジェクトは、東日本大震災により被災した地域の復興のために、民間非営利組織が行う草の根の
日常生活の再建や、地域コミュニティ・文化の再生活動など「地域の絆」をつなぐ活動を応援するプロジェクトです。
実施にあたっては2015年度（平成27年度）に信用金庫が募集し
た「『しんきんの絆』復興応援定期積金Ⅱ」の募集総額（1,367.6
億円）の0.2％相当額（約2億7,000万円）について、信金中央金庫
を通して、日本NPOセンターの「東日本大震災現地NPO応援基
金（特定助成）」へ寄付を行っており、その寄付金をもとに同基金
の特定助成として民間非営利団体への助成を行っています。

第4回助成贈呈式
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■日常生活の再建事業
団体名 事業名 所在地

一般社団法人かたつむり①
②
③
④
⑤

岩手県大船渡市

宮城県気仙沼市

障害者就労施設の高台移転・就労環境整備

気仙沼あそびーばーの会 心の居場所「あそびーばー」

特定非営利活動法人ウィメンズアイ 宮城県登米市

宮城県女川町

宮城県石巻市

地元を元気にするスタートアップ加工場Oui

特定非営利活動法人石巻復興支援ネットワーク 石巻圏域の子育て環境改善のためのプログラム開催事業

⑥ 宮城県石巻市一般社団法人こころスマイルプロジェクト 震災で心に傷を負った子供と保護者への心のケア

⑦ 宮城県石巻市特定非営利活動法人夢みの里　青い鳥児童館 『地域共生の子育て』の基盤創りと『障害児の適切な療育環境整備と
居場所創り』とその家族支援

⑧ 福島県二本松市特定非営利活動法人ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会 二本松市東和地域の桑畑復活プロジェクト～震災後の六次化推進の再構築～

⑨ 福島県郡山市特定非営利活動法人しんせい 被災障がい者による協働の仕事つくり事業

⑩ 福島県いわき市認定特定非営利活動法人いわき放射能市民測定室たらちね 「たらちね検診センター」開設プロジェクト

一般社団法人コミュニティスペースうみねこ 女川町の新しい商品つくり

■地域コミュニティ・文化の再生事業
団体名 事業名 所在地

特定非営利活動法人未来図書館⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

岩手県盛岡市

岩手県盛岡市

小中高生と大人が学びあう地域の絆プロジェクト

特定非営利活動法人いわてNPOフォーラム21 住民共助による地域支え合い活動推進事業

黒森神楽保存会 岩手県宮古市

岩手県遠野市

宮城県気仙沼市

黒森神楽文化価値再生発信事業

一般社団法人前浜おらほのとっておき 生態系適応型コミュニティ開発と交流人口の拡大

⑯ 宮城県気仙沼市一般社団法人気仙沼観光コンベンション協会 第30回気仙沼天旗まつり記念事業プロジェクト

⑰

⑱

宮城県石巻市NPO石巻広域クリエイティブアートの会　
ペンギンズアート工房

ペンギンズギャラリー
（地域の人たちと障がいのある人たちの芸術作品の交流できる空間づくり）

⑳
宮城県石巻市石巻復幸踊りエンヤドットプロジェクト実行委員会 石巻復幸踊りエンヤドットプロジェクト⑲
宮城県石巻市一般社団法人長面浦海人 石巻市大川地区住民による「ふるさとの記憶」再生事業

㉑
福島県桑折町特定非営利活動法人ささえ愛ふらっと ふれあいの居場所設備充実事業

福島県いわき市公益社団法人いわき青年会議所 第5回いわき「光のさくらまつり」

特定非営利活動法人遠野まごころネット 被災地のコミュニティ再生となりわいづくり事業

第4回助成団体

福島県

宮城県

岩手県

②

⑪⑫

①

③
④

⑯⑮

⑭

⑤

⑨
⑩

⑳

㉑

⑥⑦
⑰⑱⑲

⑧

⑬
■助成期間：2016年10月～2017年9月

■助成件数：21団体 　一般公募枠：10団体　
　　　　　　　 　　　信用金庫推薦枠：11団体

■助成金額：7,176万円 　一般公募枠：3,559万円
　　　　　 　　 　　　　信用金庫推薦枠：3,617万円

）（
）（

二本松市

郡山市

桑折町

気仙沼市

女川町

大船渡市

宮古市
盛岡市

遠野市

登米市

石巻市

いわき市

　「『しんきんの絆』復興応援プロジェクト」は2015年4月から第1回助成、2015年
10月から第2回助成、2016年4月から第3回助成、2016年10月からは第4回助成
を行っています。
　第4回助成では、右図のとおり被災3県の21団体の活動を応援しています。
　2017年4月から開始される第5回助成については現在選考中で、選考結果は
3月下旬に発表予定です。

KIZUNA

全国の信用金庫はお客様の“想い”とともに、東日本大震災の被災地の復興を応援しています。
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